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＜概要＞

精神保健福祉士は精神科リハピリテーション領域の有力な一翼を担っている。

精神科リハピリテーションの歴史・概念、範囲、構成各要素、実践の過程・観点・技術、関連とその連携、それらにおける

精神保健福祉士の役割を学ぶ。

＜学習目標＞

1.精神科リハピリテーションの概念（歴史、理念、意義、基本原則、現状）の修得

2.精神科リハピリテーションの構成（対象、精神保健福祉士の役割、連携、施設など）の修得

3.精神科リハピリテーションのプロセス（計画、アプローチ方法など）の修得

4.医療機関におけるリハピリテーション（作業療法、レクリエーション療法、集団精神療法、認知行動療法と社会生活技能訓練、

家族教育ブログラム、デイケア、ナイトケアなど）の修得

5.精神保健福祉士が行うリハビリテーション（医学的リハピリテーション、社会的リハピリテーション）の修得

6.精神科リハピリテーションの総合化（地域リハビリテーション、職業リハビリテーションなど）の修得

7.精神保健施策の展開について
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授業計画又は学習の主題

オリエンテーション／精神科リハピリテーションの概念①

精神科リハビリテーションの概念②

精神科リハビリテーションの概念③

精神科リハビリテーションの構成①

精神科リハビリテーションの構成②

粗神科リハピリテーションのプロセス①

精神科リハピリテーションのプロセス②

医療機関におけるリハビリテーション①

医療機関におけるリハビリテーション②

医療機関におけるリハビリテーション③

精神保健福祉士が行うリハピリテーション①

精神保健福祉士が行うリハビリテーション②

精神科リハビリテーションの統合化①

精神科リハビリテーションの統合化②／精神保健福祉施策の展開①
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【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

精神科リハピリテーション学 日本精神保健福祉士養成校協会編 中央法規 2007年1月 2500円
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適宜配布

【評価方法】

出席状況、レポート、期末試験

【履修上の留意点】

ビデオ学習

演習、レポート提出を適宜とり入れる
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